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	第二十号  令和八年十月

	MAEBASHI FOCUS
	国際交流員 (CIR) ニュースレター
	皆さん、ハウディ！
	前回のニュースレターからまだ数日しか経っていませんが、10月はとても忙しかったので、今回もまだまだお話ししたいことがあります。
	前回はイタリアへの出張について書きましたが、今回はイタリアに行く直前と帰国した直後に何をしていたのかについて書きたいと思います。具体的には、JOMO JETの「インターナショナル・カーニバル」と、前橋まつりでの「だんべえ踊り」への参加についてです！
	まずはインターナショナル・カーニバルについてです。ご存じない方のために説明すると、これは高崎市で毎年開催されているイベントで、高崎市国際交流協会（TIRS）がJOMO JETと協力して開催しています。毎年、JOMO JETはさまざまな国や文化を紹介するブースを出し、来場者の皆さんに世界各国の文化について学んだり、実際に体験したりしてもらいます。
	ベトナムの書道体験
	すぐにまた次の予定が待っていたわけです。でも、思っていたよりも意外と大丈夫でした！
	不思議なことに、帰国してから前橋まつりまであまり時間がなかったおかげで、思っていたほど疲れを感じませんでした。もちろん疲れてはいましたが、本格的に時差ボケを感じ始めたのは、翌週の初め頃になってからでした。

	だんべえ踊り自体は、無事に終わりました！私を含め、前橋市に住む外国人の皆さんと一緒に、約1時間にわたって踊りました。今年はかなり多くの参加者が集まりました。これは、以前のニュースレターでも紹介した群馬オリエンテーションで、新規JETのALTの皆さんにだんべえ踊りを紹介したことも理由の一つです。
	実は、8月下旬から毎週月曜日に練習していたので、前橋まつりの頃にはみんなすっかり踊りに慣れていて、ほとんど体が覚えているような状態でした。とはいえ、私はまだそんなに得意ではありません！
	今年は、ブラジル、ベネズエラ、インド、フィリピン、メキシコ、ベトナムのブースが出展されました！私は特定のブースを担当したわけではなく、イベントの写真や動画を撮影する係の一人として参加しました。当時ほかの仕事でかなり忙しかったこともあり、今回はこの役割を任せてもらいました。
	忙しかったといえば、インターナショナル・カーニバルが開催されたのは10月4日。そして、実はこの日はもう一つ大事な予定がありました――そう、イタリアへの出発です！
	簡単に説明すると、朝8時半から午後4時半までイベントで働き、その後、イベントに持ってきていたスーツケースを持ったまま駅へ直行し、電車で羽田空港へ向かいました。イベントが終わる頃には、凄くぼーっとしていた気がしますが、それでも無事にイベントを終えることができてよかったです！
	そして、だんべえ踊りについてです。10月10日（土）の夜に帰宅し、翌日の10月11日（日）には、さっそくだんべえ踊りに参加する予定でした。つまり、帰国してからゆっくり休む間もなく、

	というわけで、今年の10月は、JETに来てから一番多忙な1か月だったと思います。でも、どれだけ忙しくても、これだけさまざまな楽しくて面白い仕事を経験できたことを、とても嬉しく思っています。仕事でイタリアに行ったり、お祭りに参加したりすることができるなんて、以前は想像もしていませんでした。そんな経験ができる仕事に就いていることが、本当にありがたいです。
	来月は少し落ち着きそうですが、それでも楽しく、やりがいのある1か月になりそうです。来月の出来事について書くのを今から楽しみにしていますし、皆さんにも楽しみにしていただけたら嬉しいです。
	それでは、また次回！
	だんべえ踊り




